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裏
路地

険
探

■
江
戸
時
代
の
風
情
が
残
る
金
山
町
を
歩
く
／
養
父
市
中な

か

ぜ瀬

約
４
５
０
年
の
歴
史
を
誇
る
金
山
町
の
面
影
が
残
る

豊
臣
秀
吉
、徳
川
家
康
の
御
金
蔵
だ
っ
た
中
瀬
金
山

「
鉱
石
の
道
」も
う
ひ
と
つ
の
鉱や

ま山
を
訪
ね
る
…

　

天
正
元
年
（
１
５
７
３
）、
鳥
取
県
か

ら
訪
れ
た
旅
人
が
八
木
川
河
畔
で
砂
金

を
見
つ
け
た
こ
と
か
ら
、
金
山
の
歴
史
が

始
ま
っ
た
と
い
う
養
父
市
中な

か
ぜ瀬
。
そ
の

後
、
豊
臣
秀
吉
が
支
配
し
、
徳
川
時
代

を
経
て
、
昭
和
ま
で
の
約
４
０
０
年
間
、

日
本
有
数
の
金
山
と
し
て
栄
え
た
。

　

江
戸
時
代
は
生
野
奉
行
所
の
直
轄

鉱
山
と
な
り
、「
中
瀬
金
山
町
」
と
称

さ
れ
た
町
に
は
幕
府
の
役
人
が
駐
在
し

た
「
陣じ

ん
や屋

」
が
築
か
れ
、
近
畿
で
最
大
の

金
山
町
と
し
て
開
発
さ
れ
た
。
町
境
の

３
カ
所
に
関
所
（
門
口
）が
置
か
れ
、
商

人
が
通
る
際
に
は
通
行
手
形
や
運

う
ん
じ
ょ
う
き
ん

上
金

（
税
金
）が
必
要
だ
っ
た
と
い
う
。

　
「
鉱
山
都
市
で
あ
り
な
が
ら
、
総
構
え

と
呼
ば
れ
る
城
郭
都
市
の
姿
を
持
っ
た

町
な
ん
で
す
よ
」
と
は
、
案
内
を
お
願
い

し
た
中
瀬
金
山
会
の
有
本
正
彦
さ
ん
。

　

竹
田
城
や
八
木
城
の
城
下
町
と
似

た
よ
う
な
構
え
で
あ
り
、
町
割
は
当
時

か
ら
変
わ
っ
て
い
な
い
。
八
木
川
を
堀
と

見
立
て
て
、
高
台
の
陣
屋
を
守
る
よ
う

に
寺
院
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
敵
が
攻

め
込
み
に
く
い
ク
ラ
ン
ク
や
「
折
れ
」
と

呼
ば
れ
る
斜
め
に
曲
が
っ
た
見
通
し
の

悪
い
道
路
な
ど
、
防
御
能
力
を
備
え
た

町
が
人
工
的
に
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

寛か
ん
え
い永

年
間
に
は
空
き
地
が
な
い
ほ
ど

家
が
建
ち
並
び
、
米
蔵
が
５
カ
所
も
あ
っ

た
。
旧
養
父
郡
・
朝
来
郡
の
各
村
か
ら

運
ん
で
も
米
が
足
り
ず
、
鳥
取
か
ら
買

い
入
れ
を
す
る
ほ
ど
だ
っ
た
と
い
う
。

　

江
戸
中
期
以
降
は
湧
水
の
処
理
に

苦
慮
し
、
長
ら
く
休
眠
状
態
が
続
い

た
。
明
治
維
新
後
に
官
営
鉱
山
と
な
る

と
、
そ
の
後
変
遷
を
経
て
、
中
瀬
鉱
山

は
民
間
に
払
い
下
げ
ら
れ
、
昭
和
10
年

（
１
９
３
５
）か
ら
は
日
本
精
鉱
株
式
会

社
が
経
営
を
開
始
。
日
本
一
美
麗
な
自

然
金
が
大
量
に
出
る
鉱
山
と
し
て
再
び

脚
光
を
浴
び
る
と
同
時
に
、ア
ン
チ
モ
ン

南北に厚みを持った「総構え」と呼ばれる町並
み。町のあちらこちらには江戸時代に金鉱石
を砕く時に使った「山臼（左上）」があり、金山
町特有の遺産である。

大日寺は中瀬でも古い寺院で、平安後期に造られた
とされる大日如来座像を本尊として祀る。牛の守り
本尊として有名で、3月の最終日曜日に行う「大日祭
り」は、明治の頃は但馬の三大祭りとして繁栄した。
牛堂には牛の石像があり、畜産農家の信仰が篤い。

集落の北側にある台地は陣屋跡で、今は畑となっている。陣
屋の規模は桁行約20メートル、梁間約8メートル。石垣が残
り、中央には埋め直したと思われる石垣があり、ここが陣屋の
入り口だったと考えられている。元和3年（1617）には佐渡
金山の鉱山師・味方但馬が金山開発の指導に訪れている。

山臼の土台として使われ
ていた石造物（下）

昭和10年に日本精鉱の経営と
なり、自然金やアンチモンを産
出する近代的鉱山として栄えた。

至
国
道
９
号
・

養
父
市
街
地

八木口門
（関所）

門口という
地名が残る
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の
産
出
で
も
国
内
有
数
の
規
模
を
誇
っ

た
。
昭
和
26
年
の
最
盛
期
に
は
、
月
51

キ
ロ（
現
在
の
価
格
で
約
２
億
円
）
も
の

金
を
産
出
し
た
そ
う
だ
。

　
「
戦
後
は
社
宅
と
合
わ
せ
て
１
千
人

ほ
ど
の
住
民
が
い
て
、
商
店
が
軒
を
連

ね
、何
で
も
手
に
入
っ
た
」と
話
す
の
は
、

金
山
会
の
太
田
垣
忠
雄
会
長
。「
大
屋

口
に
は
社
宅
や
銭
湯
が
あ
り
、パ
チ
ン
コ

な
ど
の
娯
楽
施
設
も
あ
り
ま
し
た
。
週

末
に
は
映
画
の
上
映
が
あ
り
、
賑
や
か

な
も
の
で
し
た
」
と
教
え
て
く
れ
た
。

　

昭
和
44
年
に
採
掘
を
終
え
た
が
、
国

内
屈
指
の
ア
ン
チ
モ
ン
製
錬
の
技
術
は
残

り
、
現
在
は
輸
入
し
た
材
料
か
ら
、
国

内
生
産
の
80
％
を
占
め
る
ア
ン
チ
モ
ン
製

品（
触
媒
や
減
摩
材
、ガ
ラ
ス
清
澄
剤
な

ど
）を
製
造
し
、
今
も
現
役
の
製
錬
工

場
と
し
て
日
本
の
産
業
を
支
え
て
い
る
。

　

金
鉱
脈
が
発
見
さ
れ
て
か
ら
約

４
５
０
年
も
の
歴
史
を
持
つ
中
瀬
金
山

町
。
地
元
で
は
こ
の
産
業
遺
産
を
活
か

そ
う
と「
中
瀬
金
山
会
」
を
結
成
し
、

生
野
、
神み

こ
ば
た

子
畑
、
明あ
け
の
べ延
の
３
鉱
山
を
Ｐ

Ｒ
す
る「
鉱
石
の
道
」と
連
携
し
て
町
お

こ
し
に
努
め
て
い
る
。
９
月
か
ら
は「
鉱

石
の
道
フ
ェ
ア
」
が
催
さ
れ
、
中
瀬
で
も

10
月
26
日（
日
）に「
金
山
フェア
」
を
開

催
す
る
。
近
畿
で
は
珍
し
い
江
戸
時
代

の
風
情
が
残
る
金
山
町
を
、
秋
風
に
吹

か
れ
散
策
し
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

●「T2裏路地探険」参加募集！！
平成 26 年10月4日（土） 10:00〜12:00

「郷土文化が息づく村を歩く」 新温泉町久谷 
＊上記実施日の10日前までに、18ページに掲載の但
馬の情報誌「Ｔ2」編集部まで、住所・氏名・年齢・電
話番号・「T2裏路地参加希望」とお書きの上、ハガ
キで申し込みください。開催当日は午前中、現地集
合・現地解散となります。申込締切後、参加ご希望
の方へ郵送にて案内を送付します。

大日寺
牛石像

日本精鉱（株）
中瀬製錬所

至
ハ
チ
高
原

大屋口門（関所）

至
国
道
９
号
・

養
父
市
街
地

宝泉寺

陣屋跡と石垣
（武家屋敷もあった）

八木川
アユ（八木太郎）やホタルが生息

金光寺

公民館

足坂口門
（関所）

三柱神社
金昌寺

神官の屋敷跡
金山の山臼 体育館 常運寺

東向観音

ク
ラ
ン
ク

鉢花の栽培

鉢花の栽培

県道87号線

八木口門
（関所）

門口という
地名が残る

宝引山（803m）

城山（代官山）

大成建設の施工
によるモダンな日
本精鉱の独身寮

社宅跡

社宅跡

沢岸寺跡

青蓮寺跡

社宅跡

中ノ萱橋

上白岩橋

中
瀬
金
山
で
最
初
に
開

か
れ
た
石
間
歩
坑
口
と

山
神
社

大屋の筏地区へと
抜ける峠道があった

通りに沿って八木川・中瀬
川から水路が引かれている

鉱山町特有の寺院が多いのも、町の特徴といえる。か
つては７カ寺もあり、今も残る「金光寺」「金昌寺」「宝
泉寺」は、金山町にふさわしい名が付けられているか
ら面白い。日蓮宗の「宝泉寺（右上）」には妙見堂があり、
北極星を仰ぐ妙見信仰は、航海の目印となることから
海上安全の神でもある。それ故に暗闇から無事を守る
鉱夫の安全も祈願された。常運寺の「東向観音」は白
岩城主の守り本尊であり、城跡が見える東を向いてい
る。今は学徳成就・諸病成就の仏様として信仰がある。

左上から時計回りに「金昌寺」「宝泉寺」
「常運寺（東向観音）」「金光寺」

庄次郎坂

広場跡

天正年間に開かれた最初の石間歩
坑（構内は立ち入り禁止）は、中瀬
鉱山で最も古く主要な坑道であ
る。坑口には山神さんが祀られて
いる。中瀬鉱山の自然金（左上）は、
アメリカのスミソニアン博物館に
も展示されている。

三柱神社の境内。本殿横
には立派な舞台が残って
いる。昔、八木城下から神
官が移り住んだと伝えら
れ、屋敷跡もある。

10/26（日）開催の中
瀬フェスでは、名物「金
山焼き」の実演販売も。

中瀬金山関所
（交流拠点施設）
トロッコ展示予定

尾谷

鉱山売店跡

足坂橋

足坂

荒神さん

元沢岸寺跡

社
宅


